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熊本地震関連工事契約３件を可決
　８月会議を８月９日に開催した。

　専決２件、工事請負変更契約２件、工事契約１件の議案５件を審議採決した。また、陳情１件を

採択した。

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論

の有無
採決
結果

報告
４ 専決処分の報告について 災害関連地域防災がけ崩れ対策 

（高木⑥）工事 無 報告

報告
５ 専決処分の報告について

普通河川五ヶ瀬川②河川災害復旧工
事

有 報告

議案
44 工事請負変更契約の締結について 災害関連地域防災がけ崩れ対策 

（小坂②）工事 有 全会一致で
可決

議案
45 工事請負変更契約の締結について 中原団地地区宅地耐震化推進滑動崩

落対策施設（その２）工事 有 全会一致で
可決

議案
46 工事請負契約の締結について

町道小坂線（秋只橋）橋梁災害復旧 
工事

有 全会一致で
可決

陳情
２

陳情書　 
国道 443 号妙見坂トンネルについて

妙見坂トンネル内照明の照度向上等 
の陳情 有 全会一致で

採択

８月議会で決まったこと（８月９日）

８月会議

議案45 工事請負変更契約の
締結について
中城議員　中原団地の工事の
進捗状況はどうなっているか。
野口建設課長　40％完了。
中城議員　11月に避難指示解
除で、そして12月に入居予定
だが見通しはどうか。
野口課長　10月29日完了予定
で進めている。

増額変更の内訳は
田上議員　個別の金額はどう
なっているか。

野口課長　排水ドレーンの配
置が360万円増、アンカー延
長が340万円増、町営住宅２
棟の解体が740万円増、側溝
敷設が160万円追加など合計
1,820万円増。
田上議員　なぜ解体が含まれ
ているのか。
野口課長　仮設道を造って機
械を入れる計画だったができ
なかった。
田上議員　残りの中原団地の
解体計画は。
野口課長　解体予定が27戸で

30年度中に解体の工事発注を
計画している。
田上議員　30年度中の解体予
算は取れたのか。
野口課長　30年度の予算の中
で取っている。29年度の繰越
は、中原以外の老朽化した住
宅関係だ。
田上議員　当初予算では29年
度と30年度予算で全ての解体
はできなかった。数棟は翌年
度の計画だったはずだが全て
30年度までに解体する計画と
認識してよいか。
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野口課長　30年度内に解体を
予定する。
田上議員　解体の完了予定は
いつか。11月に入居開始予定な
ので入居後の解体もあるのか。
野口課長　入居後の解体工事
もある。入居者には事前に連
絡している。
田上議員　解体工事の車が行
きかう中、子どもたちの安全
確保は大丈夫か。
本田教育長　工事の進捗状況
を見て確認したい。

変更契約が非常に多い
沖議員　変更契約が非常に多
い。幾つの工事があって、幾
つが変更契約となったのか。
野口課長　熊本地震災害で発
注したのは480件ほどある。
大概は設計変更の対象になっ
ている。
沖議員　増額になった金額は
合計で幾らか。
野口課長　今手元にないので
調べて報告する。
沖議員　なぜ準備していない
のか。変更契約の件数や金額
を把握できていないとはどう
いうことだ。変更契約が多い
のは当初の設計の甘さがある。
簡単に変更契約に応じて財政
がもつのか。
野口課長　国が出している変
更設計ガイドラインをもとに
設計変更に対応している。業
者の都合による変更は認めて
いない。
沖議員　課長がそこまで言う
なら工期が終わってからの変
更契約とはどういうことか。
野口課長　変更契約を出すタ
イミングが遅かったのは十分
反省をしている。
沖議員　副町長から今度から
はそういうことがないように

行政の立場からか、業者の立
場からか。
本田副町長　両方あった。
沖議員　業者の都合ではない
のか。自分の会社の規模以上
に工事を取るから、工事は終
わらない。ほとんどの工期が
延びているではないか。
野口課長　増額分をみる、み
ないは建設業法の中に19条の
３というのがあり、民間工事、
公共工事問わず、設計協議・
変更協議の中で必要と認めた
ものは、各受注者に払うとい
う規定がある。
沖議員　工期延長が１カ月位
なら話はわかるが、半年も延
ばす必要があるのか。
反問
本田副町長　沖議員に質問す
る。では、どうすればいいの
か。
沖議員　最初は地元の業者で
大抵やってこれた。地元の業
者ができないなら町外の業者
にお願いする。そして最初か
ら工期を長く取るとかだ。御
船町の業者ができないなら広
域にお願いして進めるのが筋
だと思う。
本田副町長　そのとおりと思

すると答弁があった。しかし、
また出てきた。設計業者が自
分たちの設計のミスを認めた
なら、幾らかの金を出させる
とかあるのか。
野口課長　責任を持って最後
まで施工ができる設計をして
もらっている。
沖議員　７mの杭を10mに変
更、このミスはどこにあるの
か。設計料は高く取って自分
たちのミスは棚に上げ変更し
て、またやると。それが大概
と受けるほうも受けるほうだ。
本田副町長　陣の場合は終
わった工事だったのでお詫び
を申し上げた。今回は、まだ
継続中の工事で終わったわけ
ではない。増額が出ているが
早目に出したことで御理解い
ただきたい。
沖議員　本設計は自信を持っ
て設計会社がした。工事を入
札して物価が上がったから上
げてくださいと、これはとん
でもないことではないか。金
がないと言っている中で設計
の甘さは指摘しないのか。
本田副町長　設計の甘さはな
いと私は信じる。
沖議員　工期を延ばしたのは

解体が予定されている中原団地の住宅
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う。しかし、できれば地元の
業者でスムーズにやっていた
だきたい。

変更契約はいつ議案にするの
か
田上議員　変更契約を出すタ
イミングはどうなっているか。
野口課長　設計協議を経た後
に、積算業務に入りでき上
がった時点で議案提出となる。
田上議員　解体は５月に終
わっていたではないか。
野口課長　実際、現場は終
わっていた。中原団地の解体
物件の図面を書庫から見つけ
たが数量が分からなかったの
で図面から積算した。図面で
もわからないところは現地確
認や解体前の計測をもとに積
算をやった。
田上議員　解体は５月に終
わって、金額が出てきたのは
最近か。
野口課長　作り上がったのが
最近だ。職員が少ないので積
算に時間を要した。今回の解
体は、会計検査の対象になる。
ちゃんと積み上げをし、その
価格に応じた価格を算出して
いく。
田上議員　他の解体とは違う
のか。
野口課長　内部は一緒にはな
るが土木と建築は経費が性格
上違ってくる。

当初予算の答弁と異なる
田上議員　30年度に全部解体
してしまうとあった。当初予
算の答弁と異なるがいつ変
わったのか。議会で答弁した
内容を議会に報告なしに勝手
に変更している。
野口課長　30年度予算の中で
の中原団地解体について、確

認をさせていただきたい。
田端議長　確認をするので暫
時休憩とする。

中原団地の解体はいつ行うか
野口課長　30年度の予算で11
戸、29年度の繰り越しが10戸、
なので21戸が30年度内での執
行になる。今回工事で４戸を
解体したので２戸だけが残っ
てしまう。
田上議員　結果はわかった。
このような変更の報告を議会
に対してどこでやるのか。
藤木町長　執行部において協
議の中で執り行っていく。最
終的には決算議会で出てくる。
田上議員　決算議会は次年度
になる。事前に説明がないと
無意味である。いつ議会に報
告するのか。
藤木町長　できる限りのこと
は伝えていきたいが増えてい
るものを伝えることはできな
いので、何か疑問があったら、
担当課、担当係、そして私に
お尋ねいただきたい。
野口課長　災害支援特別委員
会で報告をしていく。

変更契約の件数と金額
野口課長　29年度発注件数が
193件で、発注額は40億8,892

万9,108円。そのうち変更が92
件、27億6,197万86円の増額。
沖議員　約半数増とは異常で
はないか。工事が41億円の発
注で27億円増に対してどう思
うか。
野口課長　がけ事業とか大規
模盛土事業関係の施工残価格
は高いものになる。その意味
で高くなってきている。
沖議員　設計金額の高い安い
じゃない。半数以上に27億円
の増額補正は27億円余計に払
うということだ。税金の無駄
遣いだ。
野口課長　この増額は高いと
認識をしている。しかし設計
変更協議が上がった変更額は
みていかなければならない。
沖議員　27億円すべて議会に
かけずに何件か伏せてあると
思うがどうか。
野口課長　今言われたように、
議会にかかっていない部分の
変更額も出ている。27億円とい
う数字は、もう１回確かめさ
せてもらいたい。

会議後の全員協議会での報告
野口課長　再確認の結果、変
更総額は２億5,438万218円で
あった。

変更契約のあった工事現場（中原団地）
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　８月27日、第１回の委員会
を開催した。
　まず、現在町に導入されて
いる地域おこし協力隊員８名
の活動状況について説明を受
けた。町内の様々な団体に導
入され、成果を上げている様
子であるが、委嘱期間が３年
となっているため、その後の
移住定住につなげることが課

題であるとの意見があった。
　担当課においては、町内の
団体へ地域おこし協力隊を積
極的に周知して導入につなげ、
地域の活性化を図っていただ
きたい。
　また、震災からの創造的復
興を目指した事業として、大
規模商業施設の企業誘致計画
が進んでいる。しかし、誘致

に伴うインフラ整備等の課題
がある中、地方創生の観点か
ら、交付金の活用ができない
か検討中であるとの報告を受
けた。まだ、検討段階である
ため、詳細については不確定
であるが、本委員会としては
前向きに検討してもらうよう
に伝えた。

地方創生調査特別委員会報告
地方創生調査特別委員会 委員長　 清水　圣

委員会報
告

　７月24日産業厚生常任委員
会を開き審議した。
　野口建設課長から管理主体
である上益城地域振興局への
確認のもとに現状の説明を受
けた。さらに陳情者から現状
及び陳情の趣旨を聞き、現地
調査を行った。

＜委員の意見＞
１　６月20日及び７月４日に
管理者において照度調査
が行われ、一部において
照度不足が確認されてい
る。その照明の改修時期
はいつか、また53基ある
照明器具の全点灯はでき
ないのか。

２　照明の設置数は電気料金
と関係があるのか。

３　視界の問題が原因ではな
いか。

４　中心部の照明器具設置基
数が少ないのではないか。

５　ＬＥＤが設置されている
が、費用はどのようなも
のか。

６　白線などで車道と歩道の
区別をつけてほしい。

７　トンネル内を通学路とし
て許可してあるのか。そ
の通学形態は。

８　粉塵が歩道に堆積してい
るので、対策、清掃をお
願いしたい。

　審議の結果、別途町に対す
る要望書を付した上で採択す
べきものと決した。

陳情  国道443号線妙見坂トンネルについて採択
産業厚生常任委員会副委員長　 福永　啓

委員会報
告

　国道443号妙見坂トンネルについては通学路であるとともに、町民生活に密着した生活道路、幹線道路で
あることから、下記のとおり要望する。
　管理者である熊本県と十分な協議を行い、熊本県に対し照度不足対策、通学路安全対策等必要な対策を
とるように要望を行うとともに、町としてもできる対策を検討し実行していくこと。

陳情者と現地調査

町に対する要望書
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　議会改革推進特別委員会で
はこれまで、議員報酬のあり
方について協議し、中間報告
を出したところであったが、
熊本地震発生により、その協
議を一時凍結していたところ
である。

　９月10日９時より委員会室
において、議会改革推進特別
委員会を開催したところ、御
船町の復旧・復興にあたって
も、議会のさらなる改革推進

は必要不可欠であり、また、
来年４月に改選期を迎える本
議会としても、町議会のあり
方全般に対して、何らかの指
針を示し、次の議会に手渡し
ていく事が必要であることな
どから、町内外の有識者を含
む第三者中心の「町議会のあ
り方についての検討委員会」
設置が提案された。

　審議の結果、第三者中心の
検討委員会を設置するのでは

なく、町内外の有識者や町民
等の意見を求めながら、議会
改革推進特別委員会において
協議し、本年度内を目安に町
議会のあり方全般に対する本
委員会としての指針策定作業
を進める事となった。

　今後の協議経過については、
また、議会広報等でお知らせ
していきます。

議会改革推進特別委員会報告
議会改革推進特別委員会 委員長　 福永　啓

委員会報
告

　８月１日から３日にかけて
九州中央道〔熊本～延岡〕沿
線16市町村議会関係者による
建設促進に向けた提言活動を
実施した。
　九州中央道に関しては総延
長95kmのうち約45kmが未
事業区間であり、全線開通の

見通しが未だ
立っていない状
況にある。
　しかし、この
道路は九州の中
央を横断し九州
縦貫道と接する
道路であり、九
州の一体的な発
展を図る上で極
めて重要な役割
を担い、物流や
観光振興等地域

経済の発展や地震等自然災害
発生時における「命の道」と
して欠かすことのできない重
要路線である。
　今回は、国土交通省九州整
備局、国土交通省道路整備局
ならびに地元選出国会議員に
対し、以下の事項について提

言活動を行った。

１　本路線をはじめとする真
に必要な道路を整備する
ための予算を確保するこ
と。

２　九州中央自動車道の整備
促進を図ること。
（１）北中島～矢部間の

開通予定年度を公
表し、早期完成を
図ること。

（２）「蘇陽～五ヶ瀬東」
間、「高千穂～末市
交差点」間の早期
事業化を図ること。

（３）「矢部～蘇陽」間、
「七折交差点～蔵田
交差点」間の計画
段階評価の早期完
成を図ること等。

九州中央道建設に向けて提言活動
御船町議会議長　 田端幸治

議会活動報
告

藤木参議院議員へ提言書を提出
左から稲田議長（益城町）、田端議長（御船町）、藤木参議院議員、
くつき議長（熊本市）、工藤議長（山都町）、緒方議長（甲佐町）
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　平成28年熊本地震及び豪雨災害
から３年目を迎える中、復旧・復
興の更なる進捗と、今後の町づく
りに必要な案件に対し、議会とし
て町執行部・熊本県・県選出国会
議員に対し要望活動を実施した。

町執行部
１　復旧の目処が立っていない農

地農業用施設災害の早期復旧
（松の生・向山地区取水口合む）

２　災害公営住宅の早急な整備と、
将来民間譲渡等を視野に入れ
た建設計画及び既存の住宅で
耐用年数超の住宅については

公共施設の適切な運営に努め
ること。

熊本県
１　松の生・向山地区に引水され

る山都町島木地区を取水口と
した農業用水路復旧の早期着
工

２　上野インター〔仮称〕開通に伴
う周辺県道の早期改良

３　一級河川矢形川の浚
しゅんせつ

渫

県選出国会議員
１　熊本地震による復旧復

興に係る経費に対する

継続的な財政支援
２　震災復旧対応職員不足による

経費に係る財政支援延長
３　農地災害復旧工事の限度額制

度の緩和及び見直し

　以上、関係機関に対し更なる支
援と新たな取り組みを要望した。

　最終ページ「かがやく人」の
コーナーでも取り上げています
が、御船町消防団第４分団第２
班が、熊本県消防操法大会にお
いて「優勝」しました。ここで
は、出場選手の喜びの声をご紹
介します。

指揮者：大木文隆（小川野）
　県大会では、多くの方からた
くさんの応援をいただきありが
とうございました。そのおかげ
で競技では大きなミスも無くや
り遂げることができました。本
当にありがとうございました。

１番員：上田篤始（吹野）
　１年間練習してきた事が最後

に結果で表れてくれました。選
手だけでなく、指導員、協力し
てくれたみんなで勝ち取った優
勝旗だと思います。今年の夏、
グラウンドで流した汗はとても
忘れられないものになりました。
第31回熊本県消防操法大会に御
船町の名前が刻まれたことを誇
りに思います。

２番員：清村徹（小川野）
　優勝できるとは思っていませ
んでした。メンバーに恵まれて
いたこと、指導員や分団、本部
のサポート、応援に来てくださっ
た皆様のおかげです。ありがと
うございました。

３番員：井ノ一義昭（釜出）
　昨年の９月から操法競技の練

習を始めて、長期間にわたり練
習できた事は、他の消防団員の
方の応援、色々な方の協力やサ
ポートがあり、今回県大会へ出
場し、優勝することができて、
本当に感謝しています。ありが
とうございました。選手全員大
きな怪我も無く、無事に終える
事ができてよかったと思ってい
ます。お疲れ様でした。

補員：西山栄二（釜出）
　今回、補員での出場でしたが、
班長をはじめ、選手の努力のお
かげで県大会という舞台に一緒
に立つことができ、本当によかっ
たです。長い間、指導者をはじ
め、応援してくださった皆様、
ありがとうございました。

消防操法大会　県大会優勝！
第４分団第２班

優勝インタビュー

更なる支援と新たな取組を要望
御船町議会議長　 田端幸治

政務活動報
告

坂本代議士に要望書を渡しました
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①「NPO 法人地域おこし」
視察研修

　７月19日、新潟県十日町市
の「NPO法人地域おこし」
において中山間部の活性化及
び地域おこし協力隊について
視察研修を行った。
　「NPO法人地域おこし」が
ある十日町市の池谷集落は平
成16年10月に発生した中越地
震の被災地でもあり、甚大な
被害に見舞われ、一時は６世
帯13人まで人口が減少した。
　人口の50％以上が65歳以上
の高齢者で、いわゆる限界集
落となった地域が、震災を乗
り越え、若い定住者が増え、
マスコミ等では「奇跡の集落」
と言われている。
　集落再生のきっかけは、震
災復旧ボランティアだった。
　消滅の危機にあった集落の
人々が、これまで経験のなかっ
た若いボランティアとの交流
で大きな刺激を受け、若いボ

ランティアは地域の魅力と思
いに共感し定住が始まった。
　「NPO法人地域おこし」の
活動の特徴は、行政主体では
なく、地域と民間団体が主体
となって活動していることだ
ろう。
　行政は活動のサポートに徹
しているという印象を受けた。
人口減少が著しい御船町中山
間の復興においても、大いに
参考にすべき事例だった。

②湯沢町　視察研修
　７月20日、新潟県湯沢町役
場において、移住・定住政策
の研修を行った。
　湯沢町は、苗場スキー場を
はじめ多くのスキー場を有し、
スキーバブルの頃は、人口
9,000人ほどの町に、年間380万
人ほどの観光客が訪れていた。
　財政状況もよく、交付税不
交付団体であった時期も長い。
しかし、スキーバブルが弾け、

観光客は３分の１に激減、立
ち並んでいたリゾートマン
ションの価格も極端に下落し
空室が目立つようになった。
町は平成27年に人口ビジョン
を策定し、充実した数多くの
定住施策を実行し、一時は
8,100人程度まで減少していた
人口もここ２年微増に転じて
いる。
　湯沢町では、充実した数多
くの定住施策に多くの一般財
源を投入しているが、それが
出来るのも、豊富な自主財源
があるからだろう。
　激減したとはいえ、100万人
を超える観光客が毎年訪れ、
多くのいわゆる外貨を落とし、
町の財政力指数は0.9程度を維
持している。
　また、保・小・中一貫校の設立
による教育環境の充実も子育
て世代には大きな魅力だろう。
　御船町においても大いに参
考にすべき点が数多くあった。

移住・定住対策を学ぶ
御船町議会議員　 井本昭光

政務活動報
告

先進事例から対策を学ぶ
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８月の議会活動

月日 項　　目 参加者 場所等

１日

～

３日
九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会提言活動 田端議長 東京都

6日

全員協議会 全議員 審議会室

正副議長研修会（県議長会主催） 正副議長 自治会館

7日

愛媛県愛南町議会視察受入れ 総務文教常任委員 第２分庁舎

上益城消防組合定例議会
沖議員 
福永議員

上益城消防署

9日

8月議会 全議員

議会広報編集特別委員会 委員 議員控室

12日 があーっぱ祭り

22日

石川県志賀町議会視察受入れ 産業厚生常任委員 審議会室

議会広報編集特別委員会 委員 議員控室

23日

小川御船間道路整備促進期成会総会

田端議長 宇城市

主要地方道小川嘉島線整備促進期成会総会

御船町甲佐町衛生施設組合議会
井本議員
藤川議員

24日 九州中央自動車道建設促進地方大会 田端議長 高千穂町

26日 古閑迫寅舞150周年記念式典
田端議長
岩永議員

27日

災害復興支援特別委員会 全議員 審議会室

地方創生調査特別委員会 委員 審議会室

28日 御船地区衛生施設組合議会定例会
池田議員
森田議員

29日 上益城広域連合議会定例会 正副議長

30日

～

31日
九州中央自動車道建設促進期成会要望活動 田端議長 東京都
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1日～3日 御船地区衛生施設組合
 先進地視察研修

2日 上益城消防組合
 臨時議会

4日 議会運営委員会

 熊本県町村議会議員
 研修会（県議長会主催）

5日 御船町都市計画審議会

 全員協議会

 災害復興支援
 特別委員会

11日 議会（予定）

27日 上益城郡保育研究大会

29日～30日 上益城広域連合
 先進地視察研修

31日 第3回熊本中央
 一般廃棄物処理施設
 整備促進協議会

議会の予定10月

ひと

かがやく
第31回熊本県消防操法大会  優勝
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中
城
峯
䧺

　消防技術の正確さや速さを競う、第31回熊本県消防操法大会が９月２
日、山鹿市のカルチャースポーツセンターで開催され、各郡市を勝ち抜
いた30市町村40チームが出場しました。
　40チームのうち、小型ポンプの部に26チーム、ポンプ車の部に14チー
ムが出場し、本町は小型ポンプの部に第４分団第２班（七滝）が出場し
ました。
　約１年前から、仕事が終わって夜間に練習してきた成果を存分に発揮
し、見事初優勝（得点85.5点）を勝ち取ることができました。今回の優
勝は、本町自治体消防が始まって以来の快挙です。　　　　（岩田重成）

※関連記事を７ページに掲載しています。
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